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青空のもと、約 2 万人が集結 

７名で参加。皆さんお疲れさまでした！（田上委員長撮影） 



2023 年６月 15日             桜の宮               第 200 号 

- 1 - 

26

地
本
書
記
長

会
議

翌
日
27
日

地
本
組
織
財
政

確
立
委
員
会

開
催

 

 

要
員

不
足

中

分
会
役
員

皆
様

世
話
役
活
動

通

何

取

組

進

感
謝

大

変

苦
労

組
合

弱
体
化

十
分
理

解

思

分

類

類

移
行

伴

活
動

環
境

一

組
織
体

制

強
化

向

共

頑
張

挨
拶

 

取

巻

状
況

春
季
生
活
闘

争

取

組

一
般
林
政

向

取

組

国
有
林
野
事
業

推
進

提
案

受

各
項
目

取

組

内
容

確
認

特

本
年

人
事
院
勧

告

社
会

公
務

変
化

応

給
与

制
度

関

示

務
員

組
合
員
全
員

署
名
活
動

取

組

国
家
公
務
員

定
年
延
長

伴

今
後

対
応

組
合

員

生
活

直
結

課
題

分

会
段
階

説
明

詳
細

含

意
思
統
一

図

 

翌
日
開
催

地
本
組
織
財
政
確
立

委
員
会

年
度

地
本
財

政

見
通

闘

組
織
態
勢

③
来
年
度

地
本
主
催

諸
会
議

日
程

意
思
統
一

図

 

特

組
織
態
勢

確
立

組
合
員

対
話

大
切

職

場
集
会

開
催

情
報
共
有

図

役
員

仕
事

忙

中

取

組

展
開

各
分
会

意
見
交
換

行

 

組
合
員

情
報

流

構

築

必
要

組
合
員
全
員

承
諾

不
安

定
期
的

職
場
集
会

役
員

仕
事

抱

中

難

地
本

計
画

青
年
女
性

組
合
員

分
会

執

行
体
制

確
立

苦
慮

中

近

隣
分
会

交
流

通

会
議

必
要

意
見

出
避

通

課
題

一
年

議
論

確

認

会
議

終
了

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大阪市北区天満橋 
１丁目８番 75号 
全国林野関連労働組合 
近畿中国地方本部 
℡06-6881-2181 
発行責任者 
田上 富二男 

編集責任者 
山下 一郎 

組
合
員

対
話

大
切

 

月
26

27
日

日
間

地
本
書
記
長
会
議

地
本
組
織
財
政
確
立
委

員
会

開
催

春
闘

経
過

一
般
林
政

予
算
概
算
要
求

向

取

組

国
有
林

課
題

今
後

取

組

方
向
性

意
思
統
一

図

 

◆
食
品

値
上

止

月

値
上

食
料
品

品
目

千
品
目

超

月

比

少

前
年
同
月

倍

超

物
流
費
高
騰

値
上

原

因

解
消

今
秋

断
続

的

続

代

値
上

問
題

最
近

値
上

続

円
代

入

勢

価
格

落

着

原
油

価
格

値
下

必
要

石
油
輸
出

国
機
構

閣
僚
会
議

12
月

原
油
増
産

応

方
針

維
持

決

◆

物
価

優
等
生

呼

卵

価
格

高

状
態

続

卵

卸
売
価
格

目
安

農
協

月

平
均
価
格

円

去
年

同

月

比

円

値
上

飼
料
価
格

高
騰

鳥

影
響

卵

出
荷
数

減
少

月
連
続

最
高
値

値
上

労
働
者

生
活

守

理
解

利
益

守

思

賃
上

繋

物
価
高
騰

対
応

処
遇

改
善

求

 

 げんぱち 

 



2023 年６月 15日             桜の宮               第 200 号 

- 2 - 

26

地
本
書
記
長
会

議

併

当
局

交
渉

業
務
計
画

対

交
渉
経
過

踏

各
分
会

書
記
長

現
場
実
態

訴

 

当
局
側

 

名

参
加

 

業
務
計
画

対

当
局
回
答

踏

事
業
実
行
体

現
場
管
理
機
能

車
両

⑨
人
材
育
成

対

当
局

考

方

改

求

各
職
場

実
態

訴

 

組
合

今
年
度
16
名

新
規
採
用

各
署
等

配
置

計
画
的

配
置

必
要

 

配
置

状
況

見

新
規
採
用
者

配
置

一
律

配
置

 配
置

署
内
職
員

対
応

負
担

大

早
期

配
置

必
要

 

状
況

認
識

早
期
配
置

林
野
庁

実
態

伝

対
応

参

 

成
果

 各

種
事
業

成
果

上

 

早
期
発
注

取

組

理
解

経
過

無
視

強
引

進

問
題

管
理
者

何

計
画
的

要
員

配
置

進

 

声

承
知

今
後

事
態

招

計
画
的

進
 

不
落

職
員

実
行

得

委
託
者

限

状
況

何

対
策

講

 

 

収
穫
調
査

業
務
委
託

同

言

指
定
調
査
機
関

実
行

限

中

仕
組

自

体

変

必
要

 

声

承
知

新

方
法

検
討

進

 

維
持

年
間
契
約
等

対
応

 

実
行

関
連

整
備

対
応巡

視
等

必
要

修
繕

優
先
順
位

対
応

路
線

必
要

予
算

要
求

参

回
答

 

 

最
後

田
上
執
行
委
員
長

現
場

要
員
不
足

大
変

思

職
員
個
人
任

管
理
者

機
能

発
揮

当
局
姿
勢

厳

追
及

交
渉

終
了

 

 

今
回

交
渉

十
分

回
答

引

続

交
渉

継
続

事

 

  
 

 

人
手
不
足

 
26

併

地
本
交
渉

要
員

不
足

中

早
期
発
注

強
引

進

経
緯

説
明

求

組
合

早
期
発
注

必
要
性

理
解

必
要

人
員

補
充

進

強
引

方

問
題

追
及

 

交渉の冒頭、挨拶する総務企画部長 

超過勤務の実態について切実な実態をぶつける 



2023 年７月 15日             桜ノ宮               第 201 号 

23
年
人
事
院
勧
告

向

近
藤
人

事
院
近
畿
事
務
局
長

要
求
書

提
出

地
方

働

国
家
公
務
員

実
態

訴

全
職
員

対
象

月
例

給

一
時
金

引

上

勧
告

行

求

 

 

具
体
的

①
賃
金
要
求

全
職

員

対

月
例
給

引
上

勧
告

行

社
会

公
務

変
化

応

給
与
制
度

中
央

働

職
員

地

方

働

職
員

十
分
配
慮

通
勤
手
当

単
身
赴
任
手
当

以
上

地
域
間
格

差

拡
大

求

 

 

②
労
働
条
件

改
善

公
務
職
場

実

現

長
時
間
労
働

是
正

行

柔
軟

働

方

推
進

一
方
的

数
値
目
標

画
一
的

指
導

行

勤
務
間

導
入

向

季
休
暇

使
用
期
間

拡
大

年
次
休
暇

15
分
単
位

使
用

措
置

求

 

 

近
藤
事
務
局
長

既

民
間
実

態
調
査

完
了

本
院

集
計
中

聞

人
事
院

労
働
基
本
権

制
約

代
償
措
置

職
員

対

社
会
一
般

情
勢

適
応

適
正

給

与

確
保

機
能

有

民
間
準
拠

基
本

勧
告

基

本
姿
勢

変

同

様

回
答

止

後

意
見
交
換
会

定
年
延
長

対
象

者

今
後

処
遇
問
題

現
在

再
任

用
制
度

職
場
実
態

訴

検
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縄
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温
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原
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気
圧
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気
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気
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高
気
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猛
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起
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温
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気
温
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記
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気
温
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史
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中
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候
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通
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時
国
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継
続
審
議

含

政
府
提
出
法
案
61

本

59
本

97

 

国
会

防
衛
費
増
額

政
府

増
税
方
針

少
子
化
対
策

物
価
高
騰
対
策

与
野
党

論
戦

交

終
盤
国
会

相
次

受

野
党
側

追
及

強

 

野
党

国
会
共
闘

巡

維

新

立
民

国
会
戦
術

昭
和

維
新

関

自
民

明

確

戦

姿
勢

令
和

談
合

基
本
政
策

巡

溝

深

立
憲
民
主
党

日
本
維
新

会

野
党

共
闘
態
勢

崩
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較
的
安
定

国
会
運
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可
能

状
況

 

岸
田
政
権
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31

運
転

60
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期
間
延
長

認

原
子
力

産
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援

国

責

務
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特
措
法
改
定
案

束
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議
院
本
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議

自

民
主
党
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成
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可
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法
案
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東
京
電
力
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島
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原
発
事
故
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明
言

東
京
電
力
福
島
第
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原
子
力
発
電
所
事

故

教
訓

踏

原
子
力
規
制
行
政

対

信
頼

確
保

向
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組

継
続
的

行
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発
依
存
度
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再
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可
能
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斜
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「GX電源法」が成立 

第 211 通常国会が閉会 連合事務局長談話  第 211 通常国会閉会にあたっての談話 

１．またしても決断しない政治、先送りの政治が繰り返された 

 6 月 21 日、第 211 通常国会が閉会した。今国会では、外交・防衛や食料・

エネルギー、人口減少、金融・財政といった、わが国が抱える構造的な諸課

題の解決に向けた議論の着実な進展が期待された。しかし、政府は国会で

説明を尽くさず、また、国会終盤に閣議決定した「骨太の方針」では、防衛

費の財源確保は「税制措置の開始時期については、令和 7 年以降の然るべ

き時期とすることも可能となるよう」とされ、子育て支援の財源に関して

も曖昧にされた。その中で、財政健全化については「経済・財政一体改革の

進捗について 2024 年度に点検・検証を実施する」とされ、結局は異次元の

金融緩和に依存したまま、危機的な状況を立て直そうという意気込みすら

感じられない。岸田総理は「待ったなし」「先送りできない」という言葉を

多用するが、またしても決断しない政治、先送りの政治が繰り返された。 

 

２．人権問題で政党間の対立が先鋭化したことは残念。与野党で熟議の国

会を 

 ＬＧＢＴ理解増進法に対する見解は既発談話のとおりだが、改正入管法

もまた、内容が不十分なまま採決に持ち込まれた。結果、人権問題で政党間

の対立が先鋭化した姿を国内外に露呈してしまったことは、サミット開催

国として余計に残念である。また、内閣不信任案への対応を含めて野党の

足並みが揃わないことばかりがクローズアップされ、それどころか非難の

応酬が報道などで繰り返し取り上げられた。他党を批判して相対的に自党

を浮かび上がらせる手法では、幅広い支持は得ることはできない。一方、認

知症基本法や性犯罪規定を見直した改正刑法が全会一致で成立するなど、

光もあった。与野党は熟議の国会に期待する有権者の思いに応えてほしい。 

 

３．憲法第 7 条にもとづく総理の解散権を制限する方向で議論を 

 岸田総理が 6月 13 日の記者会見で「情勢をよく見極めたい」と述べたこ

とで解散風が一気に強まり、現実として様々なところに影響を及ぼし、混

乱を生じさせた。また、一連の出来事が、有権者の目に個利個略に映った面

も否定できない。今回のことを教訓に、この際、かねてより連合が主張して

きたとおり、慣習憲法として存在し、時々の総理大臣の判断で行使されて

きた憲法第 7 条にもとづく総理大臣の衆議院解散権を制限することについ

て議論を進めるべきである。 

 
４．連合は、万全の状態で来たる闘いに備える 

 物価高やマイナンバー制度にまつわる混乱の解消など、生活に密着した

課題は依然山積している。だからこそ、働く者・生活者の立場に立つ政治勢

力を拡大することは極めて重要である。連合は、職場を原点とする政策実

現の取り組みの見える化に努めるなど、地道な活動を日常的に積み重ねな

がら、万全の状態で来たる闘いに備える。 

以上 
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上段：議長団（安井・白木代議員） 

下段：山田副中央執行委員長の答弁 

げんぱち 
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4 年ぶりに集合開催しました。（一部 WEB 併用） 

契約更改事務について説明を行う門脇事業推進課長（右） 

左は森林労連共済推進本部水田事務局長 
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女性合格者 最高 40.3％ 

24
年
度
林
野
庁
概
算
要
求
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森林鉄道復活（兵庫県宍粟市） 

大正時代から昭和 40 年代にかけ、「森林王

国」と呼ばれた兵庫県宍粟市の山岳部で活躍し

た「波賀森林鉄道」が復活し、８月 26日に現地

で完成記念のイベントと式典が開かれた。 

地元のまちおこしを目指す住民グループ「波

賀元気づくりネットワーク協議会」が、林業の

歴史を知ってもらおうと、７年前からディーゼ

ル機関車を走らせる周回コース（１周 108 ㍍）

の整備を進め、８月 26日に子どもたち約 30人

が協力する中で完成した。 

波賀森林鉄道（山崎営林署管轄）は、県内有

数の森林地帯から伐採した木材を輸送するた

め、大正年間から整備された鉄道。最盛期には

総延長が 40 キロ以上に及び、地域経済の繁栄を

支えた。その後はトラック輸送に切り替わるな

どして昭和 43年に廃線となったが、今も山中に

は橋梁（きょうりょう）や橋脚など路線の遺構

が残る。（通称は「林鉄」と呼ばれていた） 


